
　　令和元年度一般会計の決算は、歳入総額217億
3,570万円、歳出総額213億1,204万円となりまし
た。前年度に比べ、歳入において8億8,405万円の
増、歳出においても10億235万円の増となりまし
た。主な要因は、歳入では、社会資本整備総合交付
金及びブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金
（ともに繰越分）の増に伴う国庫支出金の増、歳出
では、新庁舎建設事業に伴う普通建設事業費の増
によるものです。また、歳入から歳出を差し引いた

形式収支は、4億2,366万円の黒字に、形式収支か
ら翌年度へ繰り越した事業に充てるための財源を
控除した実質収支は1億5,803万円の黒字になりま
した。
　しかしながら、歳入総額の約３割を占
める普通交付税については、合併算定替
による加算分の段階的縮減がさらに進
むことなどから、市の財政状況はより厳
しいものになっていくと予想されます。

一般会計をチェック！一般会計をチェック！一般会計をチェック！

令和元年度

報告報告決算決算決算決算決算
　令和元年度決算が令和２年12月市議会で認定されまし
た。毎年公表される決算報告は、将来を見極めるうえで大切な
指標となります。令和元年度にどれだけのお金をどのように
使ったのかお知らせします。

一般会計歳入
依存財源が全体の約7割を占める

一般会計歳出

前年度に比べて約10億235万円の増額

次年度繰越金
歳入

歳出

２１７億３,５７０万円

２１３億 １,２０４万円

４億２,３６６万円
※令和元年度から２年度に繰り越した事業の
　財源となるもの

繰越金のうち

２億６,５６３万円は繰越事業費
※

－）

令和元年度　決算報告 企画財政課　☎57-8502

市税(14.4%)
31億2,782万円
市税(14.4%)
31億2,782万円
市税(14.4%)
31億2,782万円

前年度繰越金・
使用料・
手数料等(13.5%)
29億2,422万円

前年度繰越金・
使用料・
手数料等(13.5%)
29億2,422万円

前年度繰越金・
使用料・
手数料等(13.5%)
29億2,422万円

地方譲与税等
各種交付金
8億7,358万円

地方譲与税等
各種交付金
8億7,358万円地方交付税(33.7%)

73億2,034万円
地方交付税(33.7%)
73億2,034万円
地方交付税(33.7%)
73億2,034万円

国庫支出金(10.3%)
22億5,376万円
国庫支出金(10.3%)
22億5,376万円
国庫支出金(10.3%)
22億5,376万円

地方債(16.8%)
36億4,270万円
地方債(16.8%)
36億4,270万円
地方債(16.8%)
36億4,270万円

２１７億
３,５７０万円

自主
財
源
　
　
　
　
             

　　　　

　
                    　

依
存

財源

県支出金(7.3%)
15億9,328万円
県支出金(7.3%)
15億9,328万円
県支出金(7.3%)
15億9,328万円

の

等税等
金金
円万円

２１３億
　１,２０４万円

人件費(16.0%)
34億1,200万円
人件費(16.0%)
34億1,200万円
人件費(16.0%)
34億1,200万円

物件費(12.5%)
26億6,817万円
物件費(12.5%)
26億6,817万円
物件費(12.5%)
26億6,817万円

扶助費(14.3%)
30億3,746万円
扶助費(14.3%)
30億3,746万円
扶助費(14.3%)
30億3,746万円

公債費(10.4%)
22億808万円
公債費(10.4%)
22億808万円
公債費(10.4%)
22億808万円

補助費等(5.6%)
12億296万円
補助費等(5.6%)
12億296万円
補助費等(5.6%)
12億296万円

繰出金(11.6%)
24億6,779万円
繰出金(11.6%)
24億6,779万円
繰出金(11.6%)
24億6,779万円

積立金(3.1%)
6億7,031万円
積立金(3.1%)
6億7,031万円
積立金(3.1%)
6億7,031万円

建設事業・
維持修繕費(26.5%)
56億4,527万円

建設事業・
維持修繕費(26.5%)
56億4,527万円

建設事業・
維持修繕費(26.5%)
56億4,527万円

　
　

高
知
県
の
令
和
２
年
中
の
交
通

事
故
死
者
数
は
34
人
で
、こ
の
う
ち

高
齢
者
の
死
者
数
は
26
人
と
全
死

者
数
の
約
76
・
５
％
を
占
め
、
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
歩
行
中
の
高
齢
者
の
死

者
は
、
前
年
同
期
比
で
６
人
減
少

し
て
い
る
も
の
の
５
人
で
、こ
の
う

ち
２
人
は
夜
間
に
国
道
を
横
断
中

に
車
と
衝
突
し
た
交
通
事
故
に
よ

り
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
だ
ま
だ
日
の
暮
れ
が
早
い
こ

の
時
期
、
夜
間
や
薄
暮
時
間
帯
に

お
け
る
歩
行
中
の
交
通
事
故
が
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ

　　

道
路
横
断
中
の
歩
行
者
と
の
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

歩
行
者
に
早
く
気
づ
き
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
歩
行

者
に
早
く
気
づ
き
対
応
す
る
た
め

に
も
、車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、

前
照
灯
は
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、薄
暮
時
か
ら
夜
間
に
運

転
す
る
際
、
先
行
車
や
対
向
車
が

い
な
い
時
は
、ハ
イ
ビ
ー
ム（
遠
目
）

で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

　　

交
通
事
故
は
一
瞬
の
不
注
意
で

起
き
て
し
ま
い
ま
す
。車
を
運
転
す

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
方
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、遭

わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
☎
55
ー
0
1
1
0
）

　　

全
国
的
に
特
殊
詐
欺
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、昨
年
、高
知
県

内
で
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
26
件
発

生
し
、被
害
額
は
約
１
億
１
，３
４
２

万
円
で
し
た
。一
昨
年
と
比
べ
る
と

件
数
、
被
害
額
共
に
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　　

昨
年
は
、警
察
官
や
銀
行
員
、市

役
所
職
員
等
を
か
た
る
預
貯
金
詐

欺
や
、
未
払
い
料
金
の
請
求
を
名

目
に
訴
訟
取
り
下
げ
費
用
や
裁

判
・
弁
護
士
費
用
を
コ
ン
ビ
ニ
等
で

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る
架
空

請
求
詐
欺
が
非
常
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

◆
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
ず
、

不
審
な
電
話
や
は
が
き
、訪
問
が
あ
っ
た

場
合
や
お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
、す
ぐ
に

警
察
や
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

例
年
１
〜
２
月
は
確
定
申
告
期
間

と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、還
付

金
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く

よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
、詐
欺
で
す
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

市
役
所
伝
言
板
（
１
月
号
）
の
な
か
で
、
新
た
に
香
南
市
指
定
文
化
財
に
追
加
さ
れ
た
鬼
ケ
岩
屋
洞
穴
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
香
南
市
に
も
沢
山
史
跡
が
あ
る
の
で
す
ね
。

広

報

へ

の

ご

意

見

多
発
す
る
特
殊
詐
欺
に
ご
注
意

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
香
南

市
の
各
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、何

か
自
分
達
が
役
に
立
て
る
こ
と
は
な

い
か
な
い
か
と
、
商
工
会
女
性
部
の

部
員
た
ち
で
考
え
ま

し
た
。そ
ん
な
時
、ち
ょ

う
ど
愛
媛
県
発
足
の

「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。高
知
県
で
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
方
々
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
、医
療
従
事
者
の

方
々
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
差
別
・
偏

見
を
受
け
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
し

た
。「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
差
別
・
偏
見
な
く
、
暮
ら
し
の

中
で「
た
だ

い
ま
」「
お

か
え
り
」と

言
い
合
え

る
街
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
、と
い
う
思
い
を
共
有

し
、地
域
を
応
援
す
る
運
動
で
す
。

　
　

ま
ず
８
月
、「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
普
及
運
動
の
決
起
集

会
を
行
い
、
約
90
名
の
部
員
全
員
に

ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
と
、シ
ト
ラ
ス
リ

ボ
ン
を
配
布
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

香
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の「
映
像
っ
子

ク
ラ
ブ
」の
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し

て
く
れ
て
、手
書
き
の
ポ
ス
タ
ー
を
自

分
た
ち
で
作
成
し
、
香
南
市
の
公
民

館
や
支
所
、障
害
者
施
設
な
ど
に
掲

示
の
お
願
い
に
回
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
行
い
が
と
て

も
嬉
し
く
商
工
会
女
性
部
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
子
ど
も

た
ち
向
け

の
イ
ベ
ン

ト
、病
院
、

保
育
所
、

小
学
校
等

々
、届
け
た
リ
ボ
ン
の
数
は
１
，５
０
０

を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

各
自
、
仕
事
を
終
え
た
後
、
黙
々

と
リ
ボ
ン
を
作
り
、
根
を
詰
め
る
と

手
が
痛
く
な
っ
た
り
、肩
が
凝
っ
た
り

と
、
ぼ
や
く
時
も
あ
り
ま
す
。で
も
そ

ん
な
時
、
少
人
数
で
集
ま
り
、
近
況

報
告
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
リ
ボ
ン

を
作
る
の
が
楽
し
い
時
間
と
し
て
捉

え
て
行
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
は
な
か

な
か
続
け
ら
れ
な
い
取
り
組
み
で
す

が
、
商
工
会
女
性
部
の
み
ん
な
の
力

が
終
結
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

大
き
な
愛
の
輪
が
広
が
っ
て
行
く
の

を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

香
南
市
商
工
会
女
性
部　　　　

江
内　
千
恵

み
ん
な
で
広
げ
よ
う

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

P
警 察警 察

police station

市のうごき　（Ｒ2.12.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,193人 

　　（男/16,111人 女/17,082人）

■世帯/15,019戸

■出生/29人　  ■死亡/34人

■転入/97人　  ■転出/55人

■対前月人口比/37人増

１２月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

2件〔増減なし〕

164件〔13件減〕

　

  

前
照
灯
の
早
め
の
点
灯
と

　

  

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

17２０２１.２ 16 ２０２１.２


